
 

 

 

 

 

 

 

１ 年間指導計画における夢中になって学ぶ姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時における研究の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 学級活動（２） 

【生活上の課題を自分のものとして真剣に考え，具

体的なめあてや解決方法を意思決定して，主体的に

実行しようとする姿】をイメージした授業 

東和小 大和田 樹 

○ 事前に実施したアンケートの結果をグラフ等に

表し，その画像を拡大して映したり，掲示したりす

ることで，自分たちの実態や現状を把握させ，課題

をつかませる。 

 

 

○ 実践意欲の継続化を図るために，具体的

なめあてを決めて，実践カードに記入させ

る。 

＜児童の振り返りから＞ 

 

 

 

 

 

 

視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを 

自分事として捉える指導の工夫】 視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】 

 

＜グラフを見た児童の反応＞ 

T：「あなたは，忘れ物をしますか？」というアンケ

ートへの回答結果がこれです。 

C：えー！赤とかピンクばっかりじゃん！ 

 （赤･･･よく忘れる，ピンク･･･ときどき忘れる。） 

T：他に気づいたことはあるかな？ 

C：あっ！忘れ物をしたことがない 

って人が０人だ！ 

C：みんな，忘れ物しているってこと？ 

C：まずい･･･。もう３年生なのに･･･。 

① アンケート結果をグラフ等に表し，画像に映し出

すことで，自分たちの実態や現状を把握させ，課題

をつかませる。 

 

 

② 学級全体の問題であることを共有するととも

に，教師との話合いを通して自分事としてとら

えさせる。 

 

グラフ化 

このアンケートを見て

気づいたことは？ 

３年生になっても，

こんなに忘れ物をし

てしまっていては，

まずいと思う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケートの結果から 

① 関心・意欲，課題意識 

 

 

 

② 見通し 

 

 

 

③ 話合い・学び合い(協働の学び) 

 

 

 

④ 振り返り 

 

 

 

⑤ 新たな学びへ（学びの連続性） 

 

 

 

４ 考察【○成果 ●課題と改善策】 

【視点Ⅰ】 

○ アンケート結果の画像を大きく映したことで，

「忘れ物をしたことがない人がいないよ」という発

言があり，問題意識を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の生活をふり返りながら，話し合うことで，

「忘れ物をしている」という自分の課題に気づかせ

ることができた。 

● 学級の課題を自分事としてとらえさせようと，ア

ンケートの結果を把握させることに時間をかけす

ぎてしまった。アンケートの結果の提示の仕方を工

夫し，課題を焦点化するための話合いの時間を確保

すべきだった。 

【視点Ⅱ】 

○ 実践カードに具体的なめあてや実践のふり返り

を記入させたことにより，授業後の実践時だけでな

く，その後の生活の実践意欲も高めることができた。 

（アンケート結果④⑤） 

● 終末の「決める」の段階でめあてを記入させた後

に，他の児童のめあて（考え）にふれさせる時間が

少なかった。導入の「つかむ」の時間を短くし，互

いの意見を発表したり，話し合ったりする時間を十

分に設け，自分以外の意見のよさにも気づかせたい。 

【その他】 

○ 板書構成の中に「つかむ」「さぐる」「見つける」

「決める」という項目を掲示することで，学びのプ

ロセスを把握しやすくすることができた。 

 

実際の指導案はこちらへ 

 

 

 

★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】 


